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（ 続紙 １ ）                             























線分析など )、電気化学測定、発電試験の詳細を記述している。  
 























EMPyr(FH)1.7F/PVdF-HFP(7:3 重量比)コンポジット膜を用いた単セルの場合、50 C では 103 
mW cm2の最大出力密度が得られた。これは、これまでの FHFC の中で最も高い発電性能で
あった。 
 
第 6 章では、様々なカチオン種からなる FHILを電解質として用い、25 Cでの酸素還元反
応(ORR)特性に与えるカチオン種の影響について述べられている。それぞれの FHIL 中にて





第 7 章では、様々な白金合金電極の EMPyr(FH)1.7F中における ORR活性について述べられ
ている。EMPyr(FH)1.7F中に充分に酸素ガスをバブリングして飽和させ、2560 Cで電気化学
測定を行った。作用極として、高周波スパッタによって成膜した Ptおよび Pt-Fe、Pt-Co、Pt-Ni
合金が使われた。結果として、Pt-Fe は Pt、Pt-Co、Pt-Ni と比べて ORR 活性が高いことが分
かった。また、ORR 活性を評価した後の合金について分析したところ、Pt-Fe は Fe が電解質
中に溶出し、表面がナノ多孔質構造を持つ白金へ変化していた。このナノ多孔質白金が大きな
表面積を有するため、高い ORR 活性を示すことが示唆された。 
 


















特性に与える影響をまとめたものであり、得られた主な成果は次のとおりである。     
  
1) EMPyr(FH)1.7F イオン液体と HEMA ポリマーとのコンポジット膜を作製した。170 C
まで熱的に安定であり、高い導電率を持つ膜が得られた。この膜を用いた単セルは無加湿
で発電できたが、80 C以上では出力密度が低下した。原因としては、温度上昇に伴い電解




2) EMPyr(FH)1.7F イオン液体と PVdF-HFP コポリマーとのコンポジット膜をキャスティ
ング法で作製した。EMPyr(FH)1.7F/PVdF-HFP(7:3重量比)コンポジット膜を用いた単セル




影響について検討を行った。結果として、EMPyr(FH)1.7F が最も高い ORR 電流を与え、
FHFC用電解質として最適であることが分かった。また、さらなる ORR速度向上を目指し、
EMPyr(FH)1.7F 中における白金及び白金合金触媒の ORR 活性について評価を行った。今
回調べた触媒の中では、Pt-Feが最も高い ORR活性を持つことが示された。 
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